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Step3-4現状の認識と問題の特定をしよう　協働活動

「我々のありたい姿」に関して「〇〇は、どうなっているのか？」などの「問い」を立て、
現状を探り、お互いに表現し合い、観察したり共通点や違いを確認したりしよう

1． 「我々のありたい姿」を思い出し、そのありたい姿に関連して、今起きていることについて知りたいことや気になること（疑問）を具体的にできるだけたくさん挙げてみよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
・「いつ、どこで、誰／何が、誰／何のために、何を、どのように」について考えさせる

・今の●●線は1時間に何本走っているんだろう？
・今、15分に1本走っているのは、どんな電車があるんだろう？
・








2．これまでの経験や学習してきたことを振り返り、1で挙げた疑問について、知っていることを挙げてみよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
・それぞれの駅に時刻表がある
・時刻表を調べられるサイトがある
・旅行で行った００は15分に1本だったと思う。








3．1の疑問について知るためには、どのような内容を調べれば良いか、2で挙げたことも含めて見通しを立ててみよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
・●●線は実際には何分に1本走っているのか？
・他に、15分に1本電車が走っているのは、どんな町のどんな路線なのか？
・なぜ、路線によって本数がこんなに違うのか？
・どの時間帯にどんな人が●●線を利用しているのか？








4． 3で挙げたことについて調べる方法を考えてみよう
＜参考例・指導上の留意点＞
※複数の資料（観察、インタビュー、本、新聞、インターネット等）から3つ以上の資料を使って調べさせるようにする
・●●線の時刻表を駅で／インターネットで確認する
・時間帯と利用者について駅員さんに聞いてみる／駅で観察する
・〇〇の町の時刻表をインターネットで検索してみる







5． ３と４で挙げたことをもとに、誰が何をどのように調べるか役割を決めよう。
	調べる人
	調べる内容
	調べた方法
	調べたこと

	
Ａさん
	
●●線の時刻表
	
インターネットで検索した
（URL：）

	
7時台は30分に1本だけど、10時台は1時間に1本だった！

	
Ｂさん
	
時間帯と利用者について
	
駅で1日観察してみた。
聞ける人には行先を聞いてみた。
	
7時台の通学時間帯は高校生が20人乗っていた。
10時台は病院に行くお年寄りが2人だけだった。

	

	
	




	

	

	
	




	










6．「我々のありたい姿」と現状とで、何が違うのか（ギャップ）を書き出し、身近な生活や社会における問題を特定しよう。
＜参考例・指導上の留意点＞
誰もが自分達の街から気軽に移動できたり、都心に出られたりする社会になるといいなという思いに対して、現状は、7時台は30分に1本だけど、10時台は1時間に1本しかないというギャップがある。
以上のギャップから、私たちの街は公共交通機関の整備がされていないという問題がある。








